
組織整備（ＪＡ系統信用事業）

　当金庫は，「農林水産業振興資金」など，多様なニー

ズにこたえる各種制度資金の取扱いを通じて，農林水

産業の振興をサポートしています。例えば，平成15年

夏の冷害発生時には，被害農家等に対し新たに系統

独自の災害応急資金制度を設けました。

　また，「街に緑を窓辺に花を」をモットーに，人と自然

と産業の豊かな調和，自然環境の保全，街の美化を願っ

て，全国の支店・事務所で「花いっぱい運動」を展開し

ています。具体的活動としては，地方公共団体や学校

への花の種・球根・苗木・花壇等の寄贈，グリーンバン

クなどの緑化事業団体の活動支援を通じて，地域の

環境保全や緑化推進に積極的に取り組んでいます。

平成16年５月に浜名湖花博会場で開催された「ジャ

パンフラワーフェスティバルしずおか2004」にも協力し

ています。

　当金庫では，各々の職場で職員が声をかけあい，歳

末助け合い運動の趣旨に賛同した募金や，開発途

上国の食料増産と貧困農家の自立を目的とする「Ｆ

ＡＯ（国連食糧農業機関）飢餓撲滅草の根募金」に

協力しています。

　また，農林水産業の協同組織の全国金融機関とし

て，（社）国土緑化推進機構等が中心となって行う森

林づくり活動のための「緑の募金」，（財）漁船海難

遺児育英会が行う「漁船海難遺児育英募金」等の

募金活動にも取り組んでいます。平成15年12月のイ

ラン南東部大地震の際には，ＩＣＡ（国際協同組合同

盟）からの被害者支援の呼びかけに呼応して，ＪＡグルー

プによる「イラン大地震支援募金」活動にも参加しま

した。

職域での募金活動

農林水産業振興のための金融機能提供と「花いっぱい運動」の展開

　「生命のゆりかご」とも言われる海の機能の維持に

は，水産資源の維持・培養と環境保全に対する国民

の理解が欠かせません。当金庫は，昭和56年から毎

年開催されている水産業最大のイベント「全国豊か

な海づくり大会」（主催：豊かな海づくり大会推進委

員会，後援：農林水産省）に協力しています。

「豊かな海づくり」運動への協力

　当金庫は，ニューヨーク支店開設10周年を記念して，

平成6年に「農林中金基金」を創設しました。

　この活動は，ニューヨーク・コネチカット・ニュージャー

ジーの３州における自然保護，教育・文化事業の奨励，

地域の生活改善を目的としており，基金の運用益を

慈善団体などに寄付しています。

海外支店における活動

　盛岡支店は，昭和39年2月に（社）日本花いっぱい協会主催の「職場花いっぱいコンクー
ル」で全国優秀賞に選ばれて以来，「花」を通じた社会貢献活動に積極的に取り組んでい
ます。
　毎年，盛岡市と協力して「花の児童画コンクール」を開催しているほか，昭和40年代か
ら市内2ヵ所の花壇づくりをお手伝いしています。また，盛岡市が開催する「もりおか環
境緑化まつり」には，平成４年から継続して苗木を寄贈しています。

盛岡支店の取組み
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有価証券運用・短期資金取

法人営

国際業
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金融機能の提供を通じた農林水産業振興のサポートと
「街に緑を窓辺に花を」をモットーにした美しい社会づくり
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農林中央金庫の預金の特色
農林水産業をはじめ,関連する産業の発展に役立つ重要な資金 当金庫の特色ある資金調達手段

農林中央金庫が発行する農林債券

農林債券の種類

種 類

種類

●確定利回りで，半年ごとに利息が受け取れます。
●利息に対しては源泉分離課税20％
●発行は月1回です。
●農水産業協同組合貯金保険の対象外です。    

利付農林債券
（５年）

5年 　     0.65% 　                              1,000万円

5年 　     0.10% 　                                 　 1万円

5年 　     0.10%　                                  　 1万円

1年 　 　                           　 　1万円

年0.65％
税引後
年0.52％ 

利付農林債券
「リツノー」

利付農林債券
(利子一括払)
「リツノーワイド」 

割引農林債券
「ワリノー」

●割引料（利息相当分）にかかる税金は，    
   一律18％の源泉分離課税です。
●確定利回りで，割引料が先取りになります。
●発行は月2回です。
●農水産業協同組合貯金保険の対象外です。

割引率
0.05%

年0.060%
税引後
年0.050％

年0.10%
税引後
年0.080％ 

年平均利回り
0.102％
税引後
年0.081％

期 間 年利率 応募者利回り 購入単 位特色

（平成16年3月31日現在）

商品のご利用にあたって

農林債券に関しましては，約定集の内容をご確認いただき，ご不明な点は店頭窓口でお尋ねください。

（注） 農水産業協同組合貯金保険の対象で，同保険の範囲内で保護されます。

合計 40兆9,818億円
平成16年3月31日現在

当金庫の預金残高（比率）

（注） 譲渡性預金を除いています。

預金の種類（金融業務を行う会員以外からの預金）
（平成16年3月31日現在）

自由金利型定期預金
（大口定期）

自由金利型定期預金
（スーパー定期）

変動金利型定期預金

通知預金

普通預金

当座預金

期 間 年 利 率 最 低 預 入 額

預入期間等に応じて個別に決定

預入期間等に応じて個別に決定

預入期間等に応じて個別に決定

0.001％ 　 5万円

0.001％ 1円

1円無利息

1か月以上
5年以内 

1か月以上
5年以内 

2年および
3年

7日間以上

定めなし

定めなし

商品のご利用にあたって

預金に関しましては，約款の内容等をご確認いただき，ご不明な点は店頭窓口でお尋ねください。

1,000万円

100円

100円

当金庫の預金の特色

JAバンク会員，JFマリンバンク会員からの預金

　当金庫の預金の大部分は，会員からの預金で占め

られています。また，その他の預金も農林水産業に関

連する企業や地方公共団体などの非営利法人から

のものがほとんどです。これは，当金庫が農林水産業

の協同組合の全国金融機関であるという性格からく

るものです。

　当金庫は資金調達のために，「農林中央金庫法」

に基づいて農林債券の発行が認められています。主に

機関投資家向けに募集の方法により発行する利付農

林債券（5年）と，主に個人向けに売出の方法により発行

するワリノー，リツノー，リツノーワイド等を発行しています。

このほかに，投資信託・国債等も取り扱っています。

　ＪＡやＪＦ（漁協）が組合員や地域のみなさまなどか

らお預かりした貯金は，組合員や地域のみなさま・企業・

公共団体などに融資され，余裕資金が都道府県段階

の信農連・信漁連に預けられます。これらの資金は，

信農連・信漁連により農業・漁業団体，農業・漁業に関

連する企業，地方公共団体などに融資され，余裕資金

が当金庫へ預けられます。

　当金庫では，系統の全国金融機関として，こうして

預けられた安定した資金を集中運用しています。

　なお，JA・ＪＦ（漁協）・信連・当金庫では，組合員や

地域のみなさまの大切な預貯金を安心してお預けい

ただくために，国の公的な制度である「農水産業協同

組合貯金保険制度」に加入しています。

農林債券の特色

　「農水産業協同組合貯金保険法」により預金のほか，

農林債券についても個人向け商品であるリツノーワイ

ドおよび財形債は，預金と合わせて10百万円まで保護

されています。

貯金保険制度の適用について

　農林債券の発行残高は，5兆２,１６８億円（平成16年

3月31日現在）となっています。そのうち主に機関投資

家向けの利付農林債券（５年）が，発行残高の約８割

を占めています。農林債券の発行により調達した資金

は，農林水産業，農林水産業関連企業への融資等に

活用されています。

約5兆円の発行規模

●半年複利計算で利息は5年後に一括して受け取れます。
●利息に対しては源泉分離課税20％
●　をご利用できる方の利息は非課税となります。
●発行は月2回です。
●農水産業協同組合貯金保険の対象で同保険の範囲内で保護されます。

●確定利回りで，半年ごとに利息が受け取れます。
●利息に対しては源泉分離課税20％
●　　をご利用できる方の利息は非課税となります。
●発行は月２回です。
●農水産業協同組合貯金保険の対象外です。    

預金業務 農林債券業務

預
金
業
務
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森林団体
0.012％

水産団体
 3.15％

その他
15.42％

農業団体
81.41％
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（平成16年3月31日現在）
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農林債券に関しましては，約定集の内容をご確認いただき，ご不明な点は店頭窓口でお尋ねください。

（注） 農水産業協同組合貯金保険の対象で，同保険の範囲内で保護されます。

合計 40兆9,818億円
平成16年3月31日現在

当金庫の預金残高（比率）

（注） 譲渡性預金を除いています。
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　当金庫の預金の大部分は，会員からの預金で占め

られています。また，その他の預金も農林水産業に関

連する企業や地方公共団体などの非営利法人から

のものがほとんどです。これは，当金庫が農林水産業

の協同組合の全国金融機関であるという性格からく

るものです。

　当金庫は資金調達のために，「農林中央金庫法」

に基づいて農林債券の発行が認められています。主に

機関投資家向けに募集の方法により発行する利付農

林債券（5年）と，主に個人向けに売出の方法により発行

するワリノー，リツノー，リツノーワイド等を発行しています。

このほかに，投資信託・国債等も取り扱っています。

　ＪＡやＪＦ（漁協）が組合員や地域のみなさまなどか

らお預かりした貯金は，組合員や地域のみなさま・企業・

公共団体などに融資され，余裕資金が都道府県段階

の信農連・信漁連に預けられます。これらの資金は，

信農連・信漁連により農業・漁業団体，農業・漁業に関

連する企業，地方公共団体などに融資され，余裕資金

が当金庫へ預けられます。

　当金庫では，系統の全国金融機関として，こうして

預けられた安定した資金を集中運用しています。

　なお，JA・ＪＦ（漁協）・信連・当金庫では，組合員や

地域のみなさまの大切な預貯金を安心してお預けい

ただくために，国の公的な制度である「農水産業協同

組合貯金保険制度」に加入しています。

農林債券の特色

　「農水産業協同組合貯金保険法」により預金のほか，

農林債券についても個人向け商品であるリツノーワイ

ドおよび財形債は，預金と合わせて10百万円まで保護

されています。
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3月31日現在）となっています。そのうち主に機関投資

家向けの利付農林債券（５年）が，発行残高の約８割

を占めています。農林債券の発行により調達した資金

は，農林水産業，農林水産業関連企業への融資等に

活用されています。

約5兆円の発行規模

●半年複利計算で利息は5年後に一括して受け取れます。
●利息に対しては源泉分離課税20％
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農林水産業の発展を資金面からサポート

一般資金 制度資金

貸出の根幹となる系統貸出

　当金庫は，農林水産業のメインバンクとして，系統独

自の資金制度である「農林水産業振興資金」を備え，

農林水産業の担い手の育成や環境保全型農業の振

興を図るなど，わが国の農林水産業と系統団体の発

展を金融面から支援しています。

　ＪＡ，ＪＦ（漁協），森組等の会員や農林水産業者等

を主な貸出先とする系統貸出は，農林水産業の発展

に直結し，当金庫の創立以来貸出の根幹として位置

づけています。

 農業への貸出

  農業情勢は，農産物の輸入増加および価格低迷な

ど厳しい状況が続いています。現在，新たな「食料・農

業・農村基本計画」の策定にむけた検討が行われて

いますが，効率的かつ安定的な農業経営を基盤とす

る農業構造の確立にむけ，担い手の育成が重点課題

の一つとなっており，その手段として農業金融の役割

が一層重要となっています。

　当金庫は，担い手育成のため，各種の経営資金等

をＪＡ等の組合やその連合会等に融資しています。ま

た，「農業近代化資金」，「新農業振興資金（アグリマ

イティー資金）」等，系統原資の制度資金や系統独自

の資金制度を活用・推進することで，金庫単独の貸出

のみならず，ＪＡグループ全体の農業融資の企画・推

進を行い，地域農業の振興に貢献しています。

　水産業を取り巻く情勢は，資源保護や環境保全を

目的とした国際規制が強化されているなかで，わが国

周辺水域の水産資源の減少，魚価の低迷等から厳し

い状況が続いています。こうした状況において，漁協

系統組織には，「水産基本法」に基づく資源管理型

漁業や漁業活性化への取組み等への役割発揮が期

待されています。当金庫は，水産物の漁獲・養殖等の

生産資金，水産加工・流通資金の融資等に加え，「漁

業近代化資金」等の制度資金を対応することにより，

金融面から水産業の発展を支援しています。

水産業への貸出

　林業情勢は，木材市況・需要の低迷や労働力不足

などにより厳しい状況が続いていますが，国土の保全

や水資源のかん養などの森林の公益的機能に対す

る国民的な関心は非常に高まっています。特に地球

温暖化防止に向けて，森林の温暖化ガスの吸収機能

への期待が高まっており，そのための森林整備が重要

な課題となっています。

  当金庫は，森林整備の中核的な担い手である森林

組合系統や林業者などに対して森林の育成，木材の

生産・加工・流通に必要な資金を融資することにより，

わが国の森林と林業・木材産業の発展を支援して

います。

森林・林業への貸出

Ｑ＆Ａ

Ｑ：農業近代化資金とはどのような資金
　　ですか。
Ａ：平成14年度の制度資金改正により，農
業者全般を対象とする資金から，農業の担
い手を対象とする資金として再構築されると
ともに，資金使途が整理，拡充されました。
効率的，安定的な経営を目指す農業の担い
手向けの最も一般的な系統原資の制度資
金です。農業経営の近代化に必要な農業
用施設，農機具，長期運転資金等が対象と
なります。

Ｑ：「新農業振興資金（アグリマイティー
　　資金）」とは，どのような資金ですか。

Ａ：「アグリ＝農業」「マイティー＝オールマ
イティー」の資金としての名称で，農産物の
生産のみならず，加工・流通・販売や地域活
性化までも含めた「食料・農業・農村」分野
の幅広いニーズに対応できる系統独自の資
金制度です。 貸出金の種類

農 業

漁 業

林 業

新農業振興資金（アグリマイティー資金）
畜産，果樹，園芸等農業経営資金
農畜産物加工・流通資金
農村環境整備資金ほか

農業近代化資金
農業経営負担軽減支援資金
農業経営改善促進資金（スーパーS資金）
中山間地域活性化資金ほか

水産業振興資金
漁船，漁網・漁具，着業等漁業経営資金
水産加工，冷凍，冷蔵等加工・
流通資金ほか

漁業近代化資金
漁業経営再建資金
中山間地域活性化資金ほか

林業振興資金
造林，育林，林産物栽培等林業経営資金
素材生産，製材，チップ等加工・流通資金
山村環境整備資金，担い手育成資金ほか 

木材産業等高度化推進資金
施業受委託促進事業資金
中山間地域活性化資金ほか

受託貸付業務

主な受託先名称

■農林漁業金融公庫

■沖縄振興開発金融公庫

■雇用・能力開発機構

■中小企業金融公庫

■年金資金運用基金

■国民生活金融公庫（教育資金）

■住宅金融公庫

農林水産業や系統団体に対する系統貸出

系統貸出業務

（平成16年3月31日現在）
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農林水産業の発展を資金面からサポート

一般資金 制度資金

貸出の根幹となる系統貸出

　当金庫は，農林水産業のメインバンクとして，系統独

自の資金制度である「農林水産業振興資金」を備え，

農林水産業の担い手の育成や環境保全型農業の振

興を図るなど，わが国の農林水産業と系統団体の発

展を金融面から支援しています。

　ＪＡ，ＪＦ（漁協），森組等の会員や農林水産業者等

を主な貸出先とする系統貸出は，農林水産業の発展

に直結し，当金庫の創立以来貸出の根幹として位置

づけています。

 農業への貸出

  農業情勢は，農産物の輸入増加および価格低迷な

ど厳しい状況が続いています。現在，新たな「食料・農

業・農村基本計画」の策定にむけた検討が行われて

いますが，効率的かつ安定的な農業経営を基盤とす

る農業構造の確立にむけ，担い手の育成が重点課題

の一つとなっており，その手段として農業金融の役割

が一層重要となっています。

　当金庫は，担い手育成のため，各種の経営資金等

をＪＡ等の組合やその連合会等に融資しています。ま

た，「農業近代化資金」，「新農業振興資金（アグリマ

イティー資金）」等，系統原資の制度資金や系統独自

の資金制度を活用・推進することで，金庫単独の貸出

のみならず，ＪＡグループ全体の農業融資の企画・推

進を行い，地域農業の振興に貢献しています。

　水産業を取り巻く情勢は，資源保護や環境保全を

目的とした国際規制が強化されているなかで，わが国

周辺水域の水産資源の減少，魚価の低迷等から厳し

い状況が続いています。こうした状況において，漁協

系統組織には，「水産基本法」に基づく資源管理型

漁業や漁業活性化への取組み等への役割発揮が期

待されています。当金庫は，水産物の漁獲・養殖等の

生産資金，水産加工・流通資金の融資等に加え，「漁

業近代化資金」等の制度資金を対応することにより，

金融面から水産業の発展を支援しています。

水産業への貸出

　林業情勢は，木材市況・需要の低迷や労働力不足

などにより厳しい状況が続いていますが，国土の保全

や水資源のかん養などの森林の公益的機能に対す

る国民的な関心は非常に高まっています。特に地球

温暖化防止に向けて，森林の温暖化ガスの吸収機能

への期待が高まっており，そのための森林整備が重要

な課題となっています。

  当金庫は，森林整備の中核的な担い手である森林

組合系統や林業者などに対して森林の育成，木材の

生産・加工・流通に必要な資金を融資することにより，

わが国の森林と林業・木材産業の発展を支援して

います。

森林・林業への貸出

Ｑ＆Ａ

Ｑ：農業近代化資金とはどのような資金
　　ですか。
Ａ：平成14年度の制度資金改正により，農
業者全般を対象とする資金から，農業の担
い手を対象とする資金として再構築されると
ともに，資金使途が整理，拡充されました。
効率的，安定的な経営を目指す農業の担い
手向けの最も一般的な系統原資の制度資
金です。農業経営の近代化に必要な農業
用施設，農機具，長期運転資金等が対象と
なります。

Ｑ：「新農業振興資金（アグリマイティー
　　資金）」とは，どのような資金ですか。

Ａ：「アグリ＝農業」「マイティー＝オールマ
イティー」の資金としての名称で，農産物の
生産のみならず，加工・流通・販売や地域活
性化までも含めた「食料・農業・農村」分野
の幅広いニーズに対応できる系統独自の資
金制度です。 貸出金の種類

農 業

漁 業

林 業

新農業振興資金（アグリマイティー資金）
畜産，果樹，園芸等農業経営資金
農畜産物加工・流通資金
農村環境整備資金ほか

農業近代化資金
農業経営負担軽減支援資金
農業経営改善促進資金（スーパーS資金）
中山間地域活性化資金ほか

水産業振興資金
漁船，漁網・漁具，着業等漁業経営資金
水産加工，冷凍，冷蔵等加工・
流通資金ほか

漁業近代化資金
漁業経営再建資金
中山間地域活性化資金ほか

林業振興資金
造林，育林，林産物栽培等林業経営資金
素材生産，製材，チップ等加工・流通資金
山村環境整備資金，担い手育成資金ほか 

木材産業等高度化推進資金
施業受委託促進事業資金
中山間地域活性化資金ほか

受託貸付業務

主な受託先名称

■農林漁業金融公庫

■沖縄振興開発金融公庫

■雇用・能力開発機構

■中小企業金融公庫

■年金資金運用基金

■国民生活金融公庫（教育資金）

■住宅金融公庫

農林水産業や系統団体に対する系統貸出

系統貸出業務

（平成16年3月31日現在）
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有価証券運用および短期資金取引の方針

　当金庫は，国内最大規模の金融機関の一つであ

ると同時に，国内有数の機関投資家としての側面も持っ

ています。

　有価証券運用や短期資金運用など，マーケットで

運用されている金融資産は当金庫総資産のなかで

大きなウエイトを占めており，重要な運用資産となって

います。

　市場部門の運用体制は，フロント（取引約定執行）・

ミドル（モニタリング）・バック（取引事務）部門を分離

した相互牽制体制のもとで，フロント部門を債券や株

式などの投資対象別に国内外一体とし，より効率的・

効果的な運用体制を構築しています。

　市場ポートフォリオの運営にあたっては，柔軟かつ

安定的な財務体質の確立を目的としており，基本的

にはマクロ経済分析や各市場分析，リスク・リターン分

析などをもとに，長期投資として最適な資産配分（アセッ

トアロケーション）を目指し，戦略的なリスクテイク・リス

クコントロールの観点から国際分散投資による適切

なポートフォリオマネジメントを実施しています。

市場運用体制 有価証券運用

　債券投資は，そのリスク・リターン特性などから当

金庫の運用資産に占めるウエイトは大きく，運用の

中核資産となっています。投資にあたっては，金利リ

スクはもちろんのこと，信用リスク，流動性リスクなど

に十分留意しながら，国債をはじめ外国社債など幅

広く投資を行い，効率的な債券ポートフォリオを構築

しています。

　株式投資は，そのリスク・リターン特性や他の運用

資産との相関などを考慮し，長期的な視点に立った

運用を実施しています。投資にあたっては，各種イン

デックスに連動させるパッシブ運用をコアとする一方，

これらインデックスに対してプラスαの付加価値運用
を目指したアクティブ運用にも注力し，国内外市場へ

の分散投資を行っています。

　また最近では，ABS（資産担保証券）などの市場

性のある信用リスク商品の市場も拡大してきており，

当金庫もリスク分析を十分に行いながら，グローバル

なクレジット投資を積極的に実践しています。さらに

伝統的資産（債券・株式など）と相関の低い資産と

して，いわゆるオルタナティブ投資も行っています。

戦略的ポートフォリオマネジメントで質・量ともにトップクラス

 短期資金取引

　当金庫は，国内外の短期金融市場においても主

要プレイヤーの一員として積極的な資金取引を行っ

ています。

　超低金利の厳しい環境下，各種リスクに十分配慮

しつつ，系統余裕資金を中心とした資金の効率的コ

ントロールに努めています。国内市場においては，イン

ターバンク市場のほか，レポ市場などでも積極的に資

金取引を行い，これらの市場において常にリーダーシッ

プの一翼を担うとともに，マーケット機能の拡充にも重

要な役割を果たしています。

　外貨資金市場においても，高い信用力を背景に，

国際分散投資に必要な外貨調達などの取引を安定

的かつ効率的に実施しています。

　その一方で，決済流動性の的確なコントロールを

行うと同時に，系統団体に対して日銀代行決済機能

を提供しています。また，外国為替の新決済制度で

あるCLS（多通貨同時決済）に参加し，米ドル，ユーロ

など主要外貨の決済管理に必要なネットワークの構

築に積極的な関与・貢献を行っています。

 外国為替取引

　外国為替取引においては，系統信用事業を代表

する市場参加者として，系統各団体や農林水産業

関連企業などのお客さまの取引ニーズへ的確におこ

たえできることを第一に，効率的で高いノウハウと機

能を持つディーリングチームを組織しています。

トレーディング業務

　金融商品トレーディング業務においては，国債，CP

（コマーシャルペーパー），金融派生商品などの取引

を通じてお客さまのニーズにおこたえしています。また，

各商品につき裁定取引やオプションなど様々な手法

への取組みを通じてディーリング収益力の向上を図っ

ています。

有価証券運用・
短期資金取引
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有価証券運用および短期資金取引の方針

　当金庫は，国内最大規模の金融機関の一つであ

ると同時に，国内有数の機関投資家としての側面も持っ

ています。

　有価証券運用や短期資金運用など，マーケットで

運用されている金融資産は当金庫総資産のなかで

大きなウエイトを占めており，重要な運用資産となって

います。

　市場部門の運用体制は，フロント（取引約定執行）・

ミドル（モニタリング）・バック（取引事務）部門を分離

した相互牽制体制のもとで，フロント部門を債券や株

式などの投資対象別に国内外一体とし，より効率的・

効果的な運用体制を構築しています。

　市場ポートフォリオの運営にあたっては，柔軟かつ

安定的な財務体質の確立を目的としており，基本的

にはマクロ経済分析や各市場分析，リスク・リターン分

析などをもとに，長期投資として最適な資産配分（アセッ

トアロケーション）を目指し，戦略的なリスクテイク・リス

クコントロールの観点から国際分散投資による適切

なポートフォリオマネジメントを実施しています。

市場運用体制 有価証券運用

　債券投資は，そのリスク・リターン特性などから当

金庫の運用資産に占めるウエイトは大きく，運用の

中核資産となっています。投資にあたっては，金利リ

スクはもちろんのこと，信用リスク，流動性リスクなど

に十分留意しながら，国債をはじめ外国社債など幅

広く投資を行い，効率的な債券ポートフォリオを構築

しています。

　株式投資は，そのリスク・リターン特性や他の運用

資産との相関などを考慮し，長期的な視点に立った

運用を実施しています。投資にあたっては，各種イン

デックスに連動させるパッシブ運用をコアとする一方，

これらインデックスに対してプラスαの付加価値運用
を目指したアクティブ運用にも注力し，国内外市場へ

の分散投資を行っています。

　また最近では，ABS（資産担保証券）などの市場

性のある信用リスク商品の市場も拡大してきており，

当金庫もリスク分析を十分に行いながら，グローバル

なクレジット投資を積極的に実践しています。さらに

伝統的資産（債券・株式など）と相関の低い資産と

して，いわゆるオルタナティブ投資も行っています。

戦略的ポートフォリオマネジメントで質・量ともにトップクラス

 短期資金取引

　当金庫は，国内外の短期金融市場においても主

要プレイヤーの一員として積極的な資金取引を行っ

ています。

　超低金利の厳しい環境下，各種リスクに十分配慮

しつつ，系統余裕資金を中心とした資金の効率的コ

ントロールに努めています。国内市場においては，イン

ターバンク市場のほか，レポ市場などでも積極的に資

金取引を行い，これらの市場において常にリーダーシッ

プの一翼を担うとともに，マーケット機能の拡充にも重

要な役割を果たしています。

　外貨資金市場においても，高い信用力を背景に，

国際分散投資に必要な外貨調達などの取引を安定

的かつ効率的に実施しています。

　その一方で，決済流動性の的確なコントロールを

行うと同時に，系統団体に対して日銀代行決済機能

を提供しています。また，外国為替の新決済制度で

あるCLS（多通貨同時決済）に参加し，米ドル，ユーロ

など主要外貨の決済管理に必要なネットワークの構

築に積極的な関与・貢献を行っています。

 外国為替取引

　外国為替取引においては，系統信用事業を代表

する市場参加者として，系統各団体や農林水産業

関連企業などのお客さまの取引ニーズへ的確におこ

たえできることを第一に，効率的で高いノウハウと機

能を持つディーリングチームを組織しています。

トレーディング業務

　金融商品トレーディング業務においては，国債，CP

（コマーシャルペーパー），金融派生商品などの取引

を通じてお客さまのニーズにおこたえしています。また，

各商品につき裁定取引やオプションなど様々な手法

への取組みを通じてディーリング収益力の向上を図っ

ています。

有価証券運用・
短期資金取引

有
価
証
券
運
用
・
短
期
資
金
取
引

REPORT2004

42

有
価
証
券
運
用
・
短
期
資
金
取
引

43

農林中央金庫のご案内



国際業務の現状

　当金庫は，内外金融・資本市場のグローバル化の

進展に的確に対応するため，世界の主要な国際金

融センターに効率的に拠点を設け，国際金融機能

の拡充に取り組んできました。ニューヨーク，ロンドン，

シンガポールの各支店に加え，香港，北京に駐在員

事務所を設置しています。

当金庫の海外拠点

　資金・証券業務においては，本店と海外の拠点

網との連携により，潤沢な系統資金を国際金融・資

本市場で効率的に運用しています。

　当金庫の国際業務部門における有価証券保有

残高は，約16兆円（平成16年3月31日現在）となっ

ています。また，海外金融市場では豊富な円資金

海外拠点を活用した国際分散投資

を活用した短期運用や，高い信用力を背景とした

安定的な外貨調達も行っています。

　貸出業務におきましても，海外各拠点および本店

の機能を活用し，系統団体・農林水産業関連企業

などのお取引先の海外への進出，資金調達，情報

提供などの多様なニーズにおこたえしています。

　当金庫の国際業務部門におけるオフバランス取

引を含む与信額は，約1兆6千億円（平成16年3月

31日現在）となっており，与信先の地域・業種など

の一層の分散を図っています。

　金融の自由化，国際化の進展により，金融機関の

リスクが増大および多様化・複雑化し，リスクマネジ

メントの重要性が一層高まっています。国際業務

においては，為替リスクやカントリーリスクなどの国

内業務とは異なる特有のリスクもありますが，当金

庫は，リスクマネジメント体制の一層の充実を図り，

収益性にも十分配慮した国際的な分散投資を行っ

ています。

主要国際金融センターを結んで多彩な国際業務を展開

農林水産業に関連する企業等への貸出

 資金調達のご支援

　近年，企業活動の多角化・グローバル化等を背景に，

資金調達手段の多様化が進み，お取引先の金融機

関に対するニーズも大きく変化してきています。

　こうしたなかで当金庫は，基盤とする系統団体の強

固な資金調達力と国内有数の機関投資家として培っ

たノウハウを活用し，金融逼迫期等においても健全な

 海外展開のご支援

　お取引先の海外進出等グローバル化に対しまし

ては，邦銀トップクラスの格付を活かし，ニューヨーク，

ロンドン，シンガポールの各支店でお取引先の現地

進出支援，外貨調達のお手伝い等積極的な対応

を行っています。

お取引先の資金需要に対して安定的な対応を行って

います。貸出はもとより，コミットメントライン，売掛債権や

不動産等の資産証券化・ノンリコースローン，シンジケー

トローン，社債やCP（コマーシャルペーパー）等による

内外資本市場からの資金調達サポートなど，幅広い

金融サービスを提供しています。また，こうした金融商

品に対して，機関投資家としての立場から，自らの運用

対象として積極的な投資を行っています。

その他の金融サービス

　このほか，金融派生商品を活用した金利リスク等

の回避策のご提案，系統の基盤を活かした情報提供，

株式公開等の経営相談，資金管理の省力化・効率

化のためのファームバンキング・サービス等，様々な金

融サービスを提供しています。

　当金庫は，農林水産業を基盤とする金融機関として，

農林水産業に関連する事業を営む法人や公共的な

事業を営む法人（地方公共団体，公社・公団・事業団，

電力・ガス・鉄道・航空等の公共性が強い事業法人）

等に対して様々な金融サービスを提供しています。

　当金庫のお取引先は，農林水産物を加工する食品

産業や紙・パルプ製造業，農林水産物の生産に必要

な資材を製造する化学・機械製造業，農林水産物の

流通を担う商社，スーパー，外食産業等のように直接農

林水産業に関連する事業を営む法人はもとより，リース・

クレジット，情報・通信分野等，幅広い業種にわたってい

ます。当金庫の法人営業は，こうしたお取引先に様々

な金融サービスを提供し，お取引先の成長・発展を通

じてわが国の農林水産業ならびに経済社会の発展に

資することを基本方針としています。

農林水産業に関連する企業を中心に幅広い業種のお客さまに様々な金融サービスを提供

法人営業 国際業務

法
人
営
業
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国際業務の現状

　当金庫は，内外金融・資本市場のグローバル化の

進展に的確に対応するため，世界の主要な国際金

融センターに効率的に拠点を設け，国際金融機能

の拡充に取り組んできました。ニューヨーク，ロンドン，

シンガポールの各支店に加え，香港，北京に駐在員

事務所を設置しています。

当金庫の海外拠点

　資金・証券業務においては，本店と海外の拠点

網との連携により，潤沢な系統資金を国際金融・資

本市場で効率的に運用しています。

　当金庫の国際業務部門における有価証券保有

残高は，約16兆円（平成16年3月31日現在）となっ

ています。また，海外金融市場では豊富な円資金

海外拠点を活用した国際分散投資

を活用した短期運用や，高い信用力を背景とした

安定的な外貨調達も行っています。

　貸出業務におきましても，海外各拠点および本店

の機能を活用し，系統団体・農林水産業関連企業

などのお取引先の海外への進出，資金調達，情報

提供などの多様なニーズにおこたえしています。

　当金庫の国際業務部門におけるオフバランス取

引を含む与信額は，約1兆6千億円（平成16年3月

31日現在）となっており，与信先の地域・業種など

の一層の分散を図っています。

　金融の自由化，国際化の進展により，金融機関の

リスクが増大および多様化・複雑化し，リスクマネジ

メントの重要性が一層高まっています。国際業務

においては，為替リスクやカントリーリスクなどの国

内業務とは異なる特有のリスクもありますが，当金

庫は，リスクマネジメント体制の一層の充実を図り，

収益性にも十分配慮した国際的な分散投資を行っ

ています。

主要国際金融センターを結んで多彩な国際業務を展開

農林水産業に関連する企業等への貸出

 資金調達のご支援

　近年，企業活動の多角化・グローバル化等を背景に，

資金調達手段の多様化が進み，お取引先の金融機

関に対するニーズも大きく変化してきています。

　こうしたなかで当金庫は，基盤とする系統団体の強

固な資金調達力と国内有数の機関投資家として培っ

たノウハウを活用し，金融逼迫期等においても健全な

 海外展開のご支援

　お取引先の海外進出等グローバル化に対しまし

ては，邦銀トップクラスの格付を活かし，ニューヨーク，

ロンドン，シンガポールの各支店でお取引先の現地

進出支援，外貨調達のお手伝い等積極的な対応

を行っています。

お取引先の資金需要に対して安定的な対応を行って

います。貸出はもとより，コミットメントライン，売掛債権や

不動産等の資産証券化・ノンリコースローン，シンジケー

トローン，社債やCP（コマーシャルペーパー）等による

内外資本市場からの資金調達サポートなど，幅広い

金融サービスを提供しています。また，こうした金融商

品に対して，機関投資家としての立場から，自らの運用

対象として積極的な投資を行っています。

その他の金融サービス

　このほか，金融派生商品を活用した金利リスク等

の回避策のご提案，系統の基盤を活かした情報提供，

株式公開等の経営相談，資金管理の省力化・効率

化のためのファームバンキング・サービス等，様々な金

融サービスを提供しています。

　当金庫は，農林水産業を基盤とする金融機関として，

農林水産業に関連する事業を営む法人や公共的な

事業を営む法人（地方公共団体，公社・公団・事業団，

電力・ガス・鉄道・航空等の公共性が強い事業法人）

等に対して様々な金融サービスを提供しています。

　当金庫のお取引先は，農林水産物を加工する食品

産業や紙・パルプ製造業，農林水産物の生産に必要

な資材を製造する化学・機械製造業，農林水産物の

流通を担う商社，スーパー，外食産業等のように直接農

林水産業に関連する事業を営む法人はもとより，リース・

クレジット，情報・通信分野等，幅広い業種にわたってい

ます。当金庫の法人営業は，こうしたお取引先に様々

な金融サービスを提供し，お取引先の成長・発展を通

じてわが国の農林水産業ならびに経済社会の発展に

資することを基本方針としています。

農林水産業に関連する企業を中心に幅広い業種のお客さまに様々な金融サービスを提供
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系統団体やお取引先のニーズにおこたえする証券業務 系統信用事業の全国機関としての推進業務

 証券業務への対応

　当金庫は，CP（コマーシャルペーパー）の引受け

や公社債受託業務等によりお取引先の資本市場

における幅広い資金調達をお手伝いするとともに，

私募債の組成・取得等，お取引先の資金調達の安

定化にも，おこたえしています。

　また，金融機関としての調査能力や機関投資家

としてのノウハウを活用し，お取引先の信用力向上

や財務戦略・経営戦略構築等を力強くサポートし

ています。

 証券関連会社の展開

　当金庫は，金融の自由化に伴い多様化・高度化

する，系統団体やお取引先のニーズに対応するた

め昭和61年の農林中金インターナショナル（株）設

立を皮切りに，農中証券（株），農中信託銀行（株），

農林中金全共連アセットマネジメント（株）を順次

設立してまいりました。

　今般，「系統信用事業強化への一段の機能・役

割発揮」「一段の運用力・収益力強化」に向けた

重点分野への経営資源集中という経営戦略に基

づき，農中証券（株）については平成１６年３月にみ

ずほ証券（株）に営業譲渡を行い，また，農林中金

インターナショナル（株）についても撤退の方針を固

め，両社とも清算に向けた準備を進めています。

　一方，農中信託銀行（株）と農林中金全共連アセッ

トマネジメント（株）については，引き続き，資産の運用・

管理や，系統リテール業務サポート等の機能を担い，

系統団体，お取引先の拡大するニーズに一層お役

に立てるよう取り組んでいます。

　ＪＡ・ＪＦ（漁協）は，貯金・貸出・決済等の信用事

業をはじめ経済事業や共済事業等幅広い事業活

動を通じて，組合員・利用者に対して，様々なサービ

スを提供しています。

　当金庫は系統信用事業の全国機関として，ＪＡ・

ＪＦ（漁協）の信用事業を強化する様々な活動を行っ

ており，この一連の活動を推進業務と呼んでいます。

ＪＡ・ＪＦ（漁協）の信用事業機能の強化

　当金庫では，「ＪＡバンク基本方針」に基づき，ＪＡ

系統信用事業の信頼性・健全性確保のために，ＪＡ

バンク会員のモニタリング，および基準に該当したＪＡ

等の資産精査を実施し，その問題の程度に応じた経

営改善指導に積極的に取り組み，必要に応じて「Ｊ

Ａバンク支援協会」による支援等を実施しています。

　また，経営・事業の総合的戦略である「ＪＡバンク

中期戦略（16～18年度）」に基づき，ＪＡ・信農連・

当金庫の一体性を強化し，スケールメリットときめ細

かい顧客接点を生かした金融サービス提供の充実・

強化に向け，サポートを開始しています。

　ＪＡ系統信用事業のシステムインフラについては，

ＪＡ系統における取組み ＪＦ（漁協）系統における取組み

当金庫が運営主体である「ＪＡＳＴＥＭシステム」

への移行を進め，効率化・高度化への対応を進め

ています。

　当金庫は，ＪＡバンク基本方針に基づく「ＪＡバン

クシステム」の運営等を通じて，ＪＡ系統信用事業

の信頼性・健全性の確保と，スケールメリットときめ

細かい顧客接点を生かした金融サービスの提供

に向けた取組みをバックアップしています。

農林中央金庫証券業務グループの事業展開

事業法人 金融機関 公共機関

JA・信農連・
信漁連等 金融機関等機関投資家 事業法人

● 金銭債権の信託等 
　 各種信託商品の受託
● 債権流動化商品の組成・販売
● 信託代理店の展開　等

農中信託銀行（株）
● 債券等の受託
● 株式公開支援･財務アドバイス
● CP引受  等

農林中央金庫
● 投資信託の設定･運用
● 投信窓販サポート
● 投資一任業務　
● 確定拠出年金運営管理業務　等

農林中金全共連アセットマネジメント（株）

　平成15年１月より「ＪＦマリンバンク基本方針」に

基づき，「一県一信用事業責任体制」の構築に鋭

意取り組むとともに，「ＪＦマリンバンク中期推進方策」

に基づき，事業推進体制の整備に向けた取組みを

進めています。平成16年１月には，全国漁協オンラ

インセンターと北海道信漁連のシステム統合が実

現し，「ＪＦマリンバンクオンラインシステム」が全国

一元化しました。

　当金庫は，ＪＦマリンバンク中央本部の運営や，広

報・ＰＲ活動，諸制度改正への対応，全国オンライン

システムの開発支援・サポート等の取組みを全漁

連と連携してバックアップしています。

系統団体などの資金運用・調達に資するサービスを提供 系統信用事業強化のためのサポート

証券業務 推進業務

発　　行　　体

農林中央金庫グループ
（証券業務，資産運用･資産管理業務）

投　　資　　家

証
券
業
務
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系統団体やお取引先のニーズにおこたえする証券業務 系統信用事業の全国機関としての推進業務

 証券業務への対応

　当金庫は，CP（コマーシャルペーパー）の引受け

や公社債受託業務等によりお取引先の資本市場

における幅広い資金調達をお手伝いするとともに，

私募債の組成・取得等，お取引先の資金調達の安

定化にも，おこたえしています。

　また，金融機関としての調査能力や機関投資家

としてのノウハウを活用し，お取引先の信用力向上

や財務戦略・経営戦略構築等を力強くサポートし

ています。

 証券関連会社の展開

　当金庫は，金融の自由化に伴い多様化・高度化

する，系統団体やお取引先のニーズに対応するた

め昭和61年の農林中金インターナショナル（株）設

立を皮切りに，農中証券（株），農中信託銀行（株），

農林中金全共連アセットマネジメント（株）を順次

設立してまいりました。

　今般，「系統信用事業強化への一段の機能・役

割発揮」「一段の運用力・収益力強化」に向けた

重点分野への経営資源集中という経営戦略に基

づき，農中証券（株）については平成１６年３月にみ

ずほ証券（株）に営業譲渡を行い，また，農林中金

インターナショナル（株）についても撤退の方針を固

め，両社とも清算に向けた準備を進めています。

　一方，農中信託銀行（株）と農林中金全共連アセッ

トマネジメント（株）については，引き続き，資産の運用・

管理や，系統リテール業務サポート等の機能を担い，

系統団体，お取引先の拡大するニーズに一層お役

に立てるよう取り組んでいます。

　ＪＡ・ＪＦ（漁協）は，貯金・貸出・決済等の信用事

業をはじめ経済事業や共済事業等幅広い事業活

動を通じて，組合員・利用者に対して，様々なサービ

スを提供しています。

　当金庫は系統信用事業の全国機関として，ＪＡ・

ＪＦ（漁協）の信用事業を強化する様々な活動を行っ

ており，この一連の活動を推進業務と呼んでいます。

ＪＡ・ＪＦ（漁協）の信用事業機能の強化

　当金庫では，「ＪＡバンク基本方針」に基づき，ＪＡ

系統信用事業の信頼性・健全性確保のために，ＪＡ

バンク会員のモニタリング，および基準に該当したＪＡ

等の資産精査を実施し，その問題の程度に応じた経

営改善指導に積極的に取り組み，必要に応じて「Ｊ

Ａバンク支援協会」による支援等を実施しています。

　また，経営・事業の総合的戦略である「ＪＡバンク

中期戦略（16～18年度）」に基づき，ＪＡ・信農連・

当金庫の一体性を強化し，スケールメリットときめ細

かい顧客接点を生かした金融サービス提供の充実・

強化に向け，サポートを開始しています。

　ＪＡ系統信用事業のシステムインフラについては，

ＪＡ系統における取組み ＪＦ（漁協）系統における取組み

当金庫が運営主体である「ＪＡＳＴＥＭシステム」

への移行を進め，効率化・高度化への対応を進め

ています。

　当金庫は，ＪＡバンク基本方針に基づく「ＪＡバン

クシステム」の運営等を通じて，ＪＡ系統信用事業

の信頼性・健全性の確保と，スケールメリットときめ

細かい顧客接点を生かした金融サービスの提供

に向けた取組みをバックアップしています。

農林中央金庫証券業務グループの事業展開

事業法人 金融機関 公共機関

JA・信農連・
信漁連等 金融機関等機関投資家 事業法人

● 金銭債権の信託等 
　 各種信託商品の受託
● 債権流動化商品の組成・販売
● 信託代理店の展開　等

農中信託銀行（株）
● 債券等の受託
● 株式公開支援･財務アドバイス
● CP引受  等

農林中央金庫
● 投資信託の設定･運用
● 投信窓販サポート
● 投資一任業務　
● 確定拠出年金運営管理業務　等

農林中金全共連アセットマネジメント（株）

　平成15年１月より「ＪＦマリンバンク基本方針」に

基づき，「一県一信用事業責任体制」の構築に鋭

意取り組むとともに，「ＪＦマリンバンク中期推進方策」

に基づき，事業推進体制の整備に向けた取組みを

進めています。平成16年１月には，全国漁協オンラ

インセンターと北海道信漁連のシステム統合が実

現し，「ＪＦマリンバンクオンラインシステム」が全国

一元化しました。

　当金庫は，ＪＦマリンバンク中央本部の運営や，広

報・ＰＲ活動，諸制度改正への対応，全国オンライン

システムの開発支援・サポート等の取組みを全漁

連と連携してバックアップしています。

系統団体などの資金運用・調達に資するサービスを提供 系統信用事業強化のためのサポート

証券業務 推進業務

発　　行　　体

農林中央金庫グループ
（証券業務，資産運用･資産管理業務）

投　　資　　家

証
券
業
務
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決済業務の特徴

　ＪＡ，信農連，ＪＦ（漁協），信漁連および当金庫を

構成メンバーとする系統金融機関は，当金庫と信

連がその運営を担っている「系統決済データ通信

システム」を中核に各県を結んだ，全国約1万３千

店舗（平成16年3月31日現在）を網羅する民間金

融機関最大のネットワークを実現しています。

系統の特性を活かした内国為替業務

　当金庫は，農林水産業の協同組合の全国機関と

して系統全体の決済業務機能の拡充に力を注い

できました。なかでも内国為替業務は，消費地と生

産地を結ぶ農林水産物の販売代金の決済を行う

等重要な機能を担っており，全国にきめ細かい店舗

網を持つ系統の特性を活かして，「全国銀行データ

通信システム」を通じ，全国銀行内国為替制度に加

盟している銀行等との内国為替取引を行っています。

国内外取引先等とのネットワーク　

口座振込・振替業務

　系統の決済ネットワークのほか，当金庫は総合

オンラインシステムを中心にお取引先等とのネットワー

クを形成しており，系統団体等お取引先に対する

ファームバンキングによる振込サービス等の提供，

金庫本店・海外支店と海外の金融機関との決済

におけるＳＷＩＦＴ（国際データ通信システム）の

利用等，多様化・高度化する業務に対応しています。

ＣＤ・ＡＴＭのネットワーク

　給与・年金等の口座振込，公共料金等の口座振

替業務については，「系統決済データ通信システム」

と各県のシステムとの連携により，ＪＡ，ＪＦ（漁協）に

おける大量の各種口座振込・口座振替データを迅

速に処理しているほか，「全国銀行データ通信シス

テム」と接続し，他の金融機関とも給与振込等のデー

タ授受を行っています。

　系統金融機関は，「全国農協貯金ネットサービス」，

「全国漁協貯金ネットサービス」により，全国規模の

ＣＤ・ＡＴＭネットワークを構築しているほか，業態間

のＣＤ・ＡＴＭオンライン提携システムであるＭＩＣＳ（全

国キャッシュサービス）に加盟し，民間金融機関7業

態（都市銀行・地方銀行・信託銀行・第二地銀協加

盟行・信用金庫・信用組合・労働金庫）とのＣＤ・Ａ

ＴＭオンライン提携を実施しています。これにより，利

用者は全国の系統金融機関はもとより，他のほとん

どの金融機関においても，ＣＤ・ＡＴＭを利用して，

貯金の引出し，残高照会等が可能となっています。

また，一部を除き郵便貯金とのＣＤ・ＡＴＭオンライン

提携の取扱いを行っています。
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単 体

●

●系統団体・関連産業取引先

農林中金電算センター

系統決済データ
通信システム

ＪＡ

信農連

ＪF（漁協）

信漁連

ＪＡ・ＪＦ（漁協）等の約1万3千店舗を結ぶ
民間金融機関最大のネットワーク

農林中金
総合オンラインシステム

ＦＢシステム

全国銀行データ
通信システム
（全銀システム）

全国キャッシュ
サービス
（MICS）

国際データ
通信システム
（SWIFT）

店舗数およびＣＤ・ＡＴＭ設置状況

※平成16年3月31日現在の内国為替取扱組織数・店舗数を表示

組織数※ 店舗数※

農林中金

信農連

農協

信漁連

漁協

1

4 6

9 2 0

3 4

3 7 4

3 6

8 7

1 1 , 8 7 1

2 2 6

5 1 0

4 1

1 6 9

1 2 , 5 5 8

2 4 7

1 0 0

合計 1 , 3 7 5 1 2 , 7 3 0 1 3 , 1 1 5

CD・ATM
設置台数

（平成16年3月31日現在）

系統信用事業の約1万3千店舗を結ぶ民間金融機関最大のネットワーク

財務データ

決済業務

決
済
業
務
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